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はじめにはじめに
y Web検索エンジンのキーワード補完

◦ Yahoo! はAPIも公開
◦ 検索ログを利用しているとのことだが、詳細
は不明

y OPACでもそれに近いことを試してみる

◦ キーワード補完ツールの作成
◦ 学術分野に特化したキーワード補完の可能性
を探る（Yahoo! 関連検索ワードや、人社
系・理工系の比較など）

テキストマイニングっぽいことを試してみよう！



OPACOPAC検索ログの利用申請（要約）検索ログの利用申請（要約）

y利用目的： キーワード補完ツールの
作成及び評価

y利用範囲： 検索条件及び日時、IPア
ドレス等。IPアドレスはアクセス元の
学部の判別に使用。

y必要とするログデータは半年程度

yログデータ本体は表に出さない

y成果は随時一般公開可

現在のところ担当係による個別の許諾であり、
特に規則があるわけでない



ログデータの入手ログデータの入手

y東京大学のOPACシステムでは、詳細な
検索条件を記録したログを一日しか保
持しない

yそこで、毎日の深夜に、講習会サーバ
にデータをコピー

y実際に使えるデータが集まるのは、年
末あたり（３ヶ月分程度のデータ）



解析しなくともわかること解析しなくともわかること

y思ったよりシングルキーワードが多い
◦ ざっと眺めただけでも、フルタイトル検索が
多い

◦ 携帯なので単純に比較はできないが、以下に
１語での検索が65%との情報を見ることがで
きる。
x 大阪市立大学携帯OPACの2005年のログ分析
http://murakami.media.osaka-
cu.ac.jp/papers/Kiyou06kanata.pdf

y個人的には、検索エンジンでは、複数
キーワードを使うことが多いような…



推定：シングルキーワード推定：シングルキーワード
y 仮説１

◦ 「所在をさがす」ための利用が多い
◦ テーマから本をさがす利用が少ない
y 仮説２

◦ 最初はまずシングルキーワードで様子見
y 仮説３

◦ 検索結果がランキングされていると思われている
y 仮説４

◦ 東大OPACではキーワードが形態素解析されるため、
実質複数キーワードになっている



GETAssocGETAssocによるキーワード補完によるキーワード補完

有効なキーワードの組をOPAC検索ログから得
られるかが懸念される

y あるキーワードの次に続く語を「連想検索」
させる

y 検索項目も活かす（東大図書館 → <著者>前田
朗 とか）

y GETAssocの入力データ形式(itbファイル）で、
次の書式を使えば簡単に単語・単語行列を作
成可能（だと思う）

◦ 数値[space]value



接尾辞配列によるキーワード補完接尾辞配列によるキーワード補完

y単語入力中に次の語を推定させる

y OPAC検索でフルタイトル検索が多いの
であれば、相性がよい可能性がある

y UT-KiwiやKiwiと同様のアルゴリズム
が使えるかも（中川研究室に相談）

GETAssocではうまくいかなかったときの案



試作ツールのイメージその１試作ツールのイメージその１

CiNii With 関連検索ワードのようなツールにする？



試作ツールのイメージ２試作ツールのイメージ２

文章か
キーワード入力

入力から「連想」する国会図書
館件名標目とそのスコアを表示

（Ajax使用）

画面イメージ
国会図書館件名標目連想検索のようなツールにする？



試作ツールのイメージ３試作ツールのイメージ３

y Web APIにする

◦ GETAssocを使えば、そのままWeb APIで公
開可能



次回に続く次回に続く……


